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0 0 0 0
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その他 県　債

0

0 0 0 0

（１）要求の趣旨（現状と課題）

・学生が医療機関に配備されている機器、用具類の取り扱いに困ることがないよう、情報
を収集し、機器類、用具類の更新を計画的に行う。
・機器類に関して必要な知識を得るとともに、使用について習熟を図ることにより、医療
機関から望まれる人材を輩出するとともに、学生から選ばれる学校を目指す。

（２）事業内容

　看護師、助産師、歯科技工士、歯科衛生士を養成する衛生専門学校は、各学科のカリ
キュラムに基づいた機器類を利用して授業を行っている。施設は、昭和61年4月に現在の校
舎（昭和43年7月竣工の市立華南高校を改築）に移転し、現在に至っている。
・近年、学校関係者評価委員から、「学校設置の備品が老朽化している」などの指摘を受
けており、学生が実習を行う医療機関からも、学校に配備のない新しい機器、用具類の使
用について習熟を求められている。
・このような状況のなか、即戦力になる医療人材を養成するため、保有する医療機器、用
具の更新を進め、学習環境を整備する必要がある。
 
 
 

使用料 財　産区  分

手数料

事業費

予 算 要 求 資 料

令和８年度当初予算 支出科目 款：衛生費　項：医務費　目：衛生専門学校費

 ＜財源内訳＞

事 業 名

千円)

10,552

寄附金

0

一　般
財　源

10,552

財 源 内 訳

0

0

衛生専門学校修学環境整備費

(前年度予算額： 10,55231,936１ 事 業 費

衛生専門学校　管理調整係 



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

・使用料、手数料収入（授業料、入学金など）のみでは機器類購入に係る予算を賄うこと
ができない。また、当校を卒業した学生の大半は県内の医療機関に就職し、県の医療体制
において貢献をすることが見込まれるため、県負担で行う必要がある。

　なし

需用費

３ 事業費の積算 内訳

418

　事業内容を精査し、所要額を計上します。

31,936

事業内容の詳細

看護系学科で使用する機器の更新

既存歯科ユニットの廃棄処分費

看護系学科、歯科系学科の実習で使用する機器の更新

事業内容

合計

金額

役務費

備品購入費 31,188

330

決定額の考え方



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R6年度
(R3) 実績

5件

○指標を設定することができない場合の理由

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

　看護師、助産師、歯科技工士、歯科衛生士の技術、知識習得に必要な機器類、用具
類について、計画的な更新を行う。

令
和
４
年
度

機器類の更新
7件 4件 4件 100%

指標名
R7年度 R8年度 終期目標
目標 目標 (R8) 達成率

（これまでの取組内容と成果）

・人体解剖模型、バキュームシステム及び高圧蒸気滅菌器を購入。模型は第一、
第二看護学科の授業において活用した。歯科技工学科ではバキュームシステムを
歯形等の加工時に発生する粉塵の集塵に利用した。高圧蒸気滅菌器は、歯科衛生
学科の口腔衛生実習に使用した器具類の消毒に使用している。

令
和
５
年
度

・図書管理システムの導入により、図書室の効率的な運営を図った。助産学科に
シミュレーター一式を整備することにより、学生の到達度にあわせた段階的な演
習が可能となった。また、吸引・吸入機能を備えた実習ユニットをはじめとする
シミュレーション教育環境一式を看護学科に整備し、実際の医療機関に近い環境
での演習が可能となった。

指標① 目標：3件　 実績： 3件　 達成率： 100 ％

令
和
６
年
度

・助産学科にシミュレーションモデルモデルを整備し、難易度に応じた演習を可
能とした。看護学科では老朽化した実習用ベッド、小児用ベッド及び洗髪車を更
新した。歯科技工学科ではCADシステムを更新した。

指標① 目標：5件　 実績： 5件　 達成率： 100 ％

指標① 目標：3件　 実績： 3件　 達成率： 100 ％



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

２ 事業の評価と課題

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　備品等整備計画に基づく機器の定期的な更新により、調達の効率化と経費
の平準化を図ることができる。

２

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　教育機器を定期的に更新することにより、最新の医療環境に適応する知識と実践力
を備えた学生を育成することは、県の医療体制を安定させることもつながる。今後も
継続すべき事業である。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

　カリキュラム改定に対応するとともに、医療機関の求める人材を継続的に育成する
ため、更新（購入）対象となる機器を随時確認し、必要に応じて整備計画を改定する
ことが必要。

(評価) 　医療機関で使用される機器は年々進化しており、学生の臨地実習を受け入
れている医療機関からも操作方法の習熟が求められている。

３

(評価) 　新しい機器を導入することにより、学生の理解度が深まるとともに操作技
術の習熟が図られ、医療機関で即戦力となりうる人材を育成することができ
る。２


